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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
間辺 哲士

産業廃棄物処理にて、コスパ最高のサービス提供
当社は、震災復興期と環境意識の高まりの中で2013年に創業し、産業廃棄物処理に真摯に向き合うことで信頼

を積み重ねてきました。提携企業の大型処理施設を活用した強みを生かし、着実な成⾧を実現するとともに、コロ
ナ禍などの逆境も柔軟に乗り越え、事業の高度化を推進しています。

今後は専門知識とノウハウのさらなる蓄積に加え、積替・保管機能の強化によって対応力を高め、首都圏におけ
る事業基盤を拡充し、より強力な企業基盤を整え、いつでもお客様のお役に立てるよう、精進してまいります。

2034年の売上高100億円を目指し、取扱品目拡大・処理施設の拡
張を行い、年率30％程の成⾧を実現させます

1. 取引先から、以下品目処理の需要があるものの、処理設備が足りず、
受注機会を取り込めていない
①燃え殻・煤塵処理（もえがら・ばいじん）
②がれき処理
③廃棄物の焼成

2. 工場等を設置するための工業専用地域の土地確保
3. 船舶を利用するための公共岸壁の確保
4. 人材確保・効率的な運用体制の構築

がれき類の積載

〇本社所在地:神奈川県横浜市金沢区能
見台通3-12 フラッツ能見台102号

〇事業概要:産業廃棄物及び一般廃棄物
の収集・運搬・処理に関する業務、再
生骨材の販売

〇常時使用する従業員:8名
（2026年1月時点）

〇現在の売上高:10億円
（2026年1月期）

〇法人番号:4020001099274
〇Web:https://kozakurashoji.com/

株式会社小桜商事（産業廃棄物処理業）

1. 設備投資による処理能力拡大に対応するため、段階的な人材採
用および育成を推進

2. 20時間稼働を前提としたシフト体制の構築と効率的なオペ
レーションの確立

3. 金融機関からの信頼を深め、安定的な資金調達体制を確保
4. 不動産会社や自治体との連携を深め、必要なインフラを確保
5. 外部パートナーとの連携による技術力向上および研究開発の推

進
6. 再資源化・販売までを含めた一貫した事業運営体制の強化

1. 以下品目の処理を行う工場・設備を建設し、取引先から既に来
ている需要を取り込む
①燃え殻・煤塵の処理工場の建設
②がれきの破砕工場の建設(2032年度に予定)
③廃棄物を燃やす焼成工場の建設(2035年度に予定)

2. 不動産会社や金融機関、自治体との信頼関係を深化させる
3. 大幅な賃上げをする等、社員が働きやすい環境を整備し、人材

確保を進める
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